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Ⅳ カリキュラム化の視点 
 
Ⅳ－１ 学校のカリキュラムとしての活用にあたって 

自然環境教育プログラムを学校で活用する際には、学習指導要領と整合性

をとることや、学校の年間計画にあらかじめ位置づけを図ることなどが課題

として挙げられた。 

そこで、各プログラムの説明の中に「対象学年・教科・単元」の項目を設

け、授業においてプログラムの活用が図りやすいように配慮した。各学校に

対しては、この項目を参考にして、プログラムを反映させたカリキュラムを

構築することを期待する。また、学校だけでプログラム活用を検討するので

はなく、学校と関係機関が集まる「連絡会」の場を設けることで、来る年度

の授業にプログラムをどう反映させるべきかを話し合う協働体制を築くこと

としている。 

以下は、プログラムの中で大きな比重を占める観察活動と制作活動を例に

とって、各学年で体験してもらいたい内容を整理したものである。 

 

学年 観察活動の趣旨 制作活動の趣旨 

小学校 

低学年 

危険の少ない海岸や干潟を訪れ、そこに生息す

る生物の観察を行う。観察の仕方を教えたり、

発見する喜びを体験させることが主眼である。 

簡単な技術で制作でき、玩

具など興味を持ちやすい題材

を取り上げる。 

小学校 

中学年 

時間の変化に着目して自然を体験する。昼と

夜、季節によって自然は変化することを実際に

確かめさせる。 

 

小学校 

高学年 

高学年になると、より高度な自然体験を行う。シ

ュノーケリングでサンゴ礁礁原の様子と生き物を

観察することも含まれる。 

取り扱いが難しい材料や道具

を使うことにも挑戦する。 

中学校 西表の自然が山から海までが一つのつながった

生態系であることを理解させる。また、優れた自

然観察の手法であるカヤックやスキューバダイビン

グを用いて体験的に理解させる。 

単なるモノづくりではなく、モノ

の背後にある文化や生活様

式、社会情勢なども考えなが

ら、制作体験させる。 
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Ⅳ－２ 対象学年毎の分類 
本カリキュラムを授業に活用する際の目安になるように、各プログラムを

対象学年毎に分類した表を作成した。（表１参照） 
 
 
Ⅳ－３ 教科毎の分類 

本カリキュラムを授業に活用する際の目安になるように、各プログラムを

教科毎に分類した表を作成した。（表２参照） 
 
 
Ⅳ－４ 年間計画マトリックス表 

本カリキュラムを授業に活用する際の目安になるように、各プログラムの

対象学年や教科・単元、実施時期について、一覧で示した。（表３参照） 
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表１．対象学年毎のプログラム分類 

 島の自然 島の文化 野生生物の保護 島の安全と防災 島の環境問題 島の歴史 

小１ 
海岸の自然 P16 

 

草玩具 P40 

八重山の伝統凧１ P42 

 

    

小２ 
海岸の自然 P16 

 

草玩具 P40 

八重山の伝統凧１ P42 

 

    

小３ 
山の自然 P18 

西表島で救護される野生動

物 P30 

藁民具 P44 

八重山の伝統凧２ P46 

 

マングローブ調査 P58 

 

 

地元住民を救ったキナノキ P74 

 

 

生活ゴミ問題  P81 

漂着ゴミ問題  P83 

 

 

小４ 
西表島で救護される野生動

物 P30 

藁民具 P44 

八重山の伝統凧２ P46 

 

 地元住民を救ったキナノキ P74 

 

 

生活ゴミ問題  P81 

漂着ゴミ問題  P83 

 

 

小５ 
西表島で救護される野生動

物 P30 

アダン葉草履    P48 

八重山の伝統凧３ P50 

 地元住民を救ったキナノキ P74 

 

 

生活ゴミ問題  P81 

漂着ゴミ問題  P83 

 

 

小６ 

マングローブの自然 P20 

サンゴ礁の自然１ P22 

山地の樹木の観察 P24 

西表島で救護される野生動

物 P30 

アダン葉草履    P48 

八重山の伝統凧３ P50 

ウ ミ ガ メ 調 査 体 験 P60 

イ リ オ モ テ ヤ マ ネ コ 授 業 

P62 

 

地元住民を救ったキナノキ P74 

 

 

生活ゴミ問題  P81 

漂着ゴミ問題  P83 

 

 

中 

森の自然 P26 

サンゴ礁の自然２ P28 

西表島で救護される野生動

物 P30 

西表島の成り立ち P34 

西表島横断道 P36 

芭蕉の糸づくり P52 

天然染料で染める P54 

 

イ リ オ モ テ ヤ マ ネ コ 授 業 

P62 

外来植物 P64 

生物多様性の保全 P66 

 

山の安全 P70 

海の安全 P72 

八重山の台風 P76 

地震と津波 P78 

 

 

漂着ゴミ問題 P83 

 

西表の炭鉱の歴史 P86 

共通 

学校飼養動物とのふれあい P32 （ 小

学校・中学校） 

  海の安全（小学校・中学校）   
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表２．教科毎のプログラム分類 

 理科 社会科 図工・技術家庭・美術 生活・道徳 総合学習 その他 学校行事等 

小１ 

  草玩具 P40 

八重山の伝統凧１ P42 

 

海岸の自然 P16 

草玩具 P40 

八重山の伝統凧１ P42 

 

  

小２ 

  草玩具 P40 

八重山の伝統凧１ P42 

 

海岸の自然 P16 

草玩具 P40 

八重山の伝統凧１ P42 

 

  

小３ 

山の自然 P18 

西表島で救護される野生動

物 P30 

マングローブ調査 P58 

 

 藁民具 P44 

八重山の伝統凧２ P46 

 

漂着ゴミ問題  P83 

地元住民を救ったキナノキ P74 

生活ゴミ問題  P81 

 

藁民具 P44 

八重山の伝統凧２ P46 

マングローブ調査 P58 

 

 

小４ 

山の自然 P18 

西表島で救護される野生動

物 P30 

マングローブ調査 P58 

 

 藁民具 P44 

八重山の伝統凧２ P46 

 

漂着ゴミ問題  P83 

地元住民を救ったキナノキ P74 

生活ゴミ問題  P81 

 

藁民具 P44 

八重山の伝統凧２ P46 

 

 

小５ 

西表島で救護される野生動

物 P30 

漂着ゴミ問題  P83 

地元住民を救ったキナノキ P74 

生活ゴミ問題  P81 

 

アダン葉草履    P48 

八重山の伝統凧３ P50 

漂着ゴミ問題  P83 

地元住民を救ったキナノキ P74 

生活ゴミ問題  P81 

 

アダン葉草履    P48 

八重山の伝統凧３ P50 

 

 

小６ 

マングローブの自然 P20 

サンゴ礁の自然１ P22 

山地の樹木の観察 P24 

西表島で救護される野生動

物 P30 

ウ ミ ガ メ 調 査 体 験  P60

イ リ オ モ テ ヤ マ ネ コ 授 業 

P62 

漂着ゴミ問題  P83 

地元住民を救ったキナノキ P74 

生活ゴミ問題  P81 

 

アダン葉草履    P48 

八重山の伝統凧３ P50 

漂着ゴミ問題  P83 

地元住民を救ったキナノキ P74 

生活ゴミ問題  P81 

 

アダン葉草履 P48 

八重山の伝統凧３ P50 

マングローブの自然 P20 

サンゴ礁の自然１ P22 

山地の樹木の観察 P24 

ウ ミ ガ メ 調 査 体 験  P60

イ リ オ モ テ ヤ マ ネ コ 授業 

P62 
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中 

森の自然 P26 

サンゴ礁の自然２ P28 

西表島で救護される野生動

物 P30 

西表島の成り立ち P34 

イ リ オ モ テ ヤ マ ネ コ 授 業 

P62 

外来植物 P64 

生物多様性の保全 P66 

山の安全 P70 

海の安全 P72 

八重山の台風 P76 

地震と津波 P78 

 

 

 

漂着ゴミ問題  P83 

西表の炭鉱の歴史 P86 

芭蕉の糸づくり P52 

天然染料で染める P54 

 

漂着ゴミ問題  P83 

 

 

森の自然 P26 

サンゴ礁の自然２ P28 

芭蕉の糸づくり P52 

天然染料で染める P54 

外来植物 P64 

生物多様性の保全 P66 

山の安全 P70 

海の安全 P72 

八重山の台風 P76 

地震と津波 P78 

 

サンゴ礁の自然２ P28 

西表島横断道 P36（中学

校） 

 

共通 

学校飼養動物とのふれあい P32（小

学校・中学校） 

  学校飼養動物とのふれあい P32 

 

学校飼養動物とのふれあい P32 

海の安全（小学校・中学校） 

 

 
 



小
１
小
２
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小
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小
５
小
６
中
学
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科
社
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工

技
術
家
庭

美
術

生
活
科

道
徳
総
合
特
別

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

P16 Ⅲ-2-1-1 海岸の自然 2H ○ ○ ○ １０月以降は北風が強く不向き

P18 Ⅲ-2-1-2 山の自然 3H*4 ○ ○ ○ 四季で観察内容が異なる

P20 Ⅲ-2-1-3 マングローブの自然 3H ○ ○ ○ カニ等が活発な時期

P23 Ⅲ-2-1-4 サンゴ礁の自然１ 3～4H ○ ○ ○ ○ 支援機関の協力を得やすい時期　ＧＷを除く

P25 Ⅲ-2-1-5 山地の樹木の観察 2H ○ ○ ○ 特に制限なし

P27 Ⅲ-2-1-6 森の自然 半日～ ○ ○ ○ 支援機関の協力を得やすい時期　ＧＷを除く　冬場は不向き

P29 Ⅲ-2-1-7 サンゴ礁の自然２ 1日 ○ ○ ○ ○ 支援機関の協力を得やすい時期　ＧＷを除く　冬場は不向き

P31 Ⅲ-2-1-8 西表島で救護される野生動物 0.5～1H ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ５～１２月

P33 Ⅲ-2-1-9 学校飼養動物とのふれあい 0.5～1H ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 特に制限なし（動物愛護週間にかけて実施できれば理想的）

P35 Ⅲ-2-1-10 西表島の成り立ち 1H ○ ○ ○ 特に制限なし

P37 Ⅲ-2-1-11 西表島横断 10.5H ○ ○ 卒業記念

P41 Ⅲ-2-2-1 草玩具 2H ○ ○ ○ ○ ○ 特に制限なし

P43 Ⅲ-2-2-2 八重山の伝統凧１ 6H ○ ○ ○ ○ 特に制限はないが、普通は年末に作る

P45 Ⅲ-2-2-3 藁民具 3H ○ ○ ○ ○ ○ 特に制限はないが、稲作の収穫後にとれた藁を使うとよい

P47 Ⅲ-2-2-4 八重山の伝統凧２ 6H ○ ○ ○ ○ 特に制限はないが、普通は年末に作る

P49 Ⅲ-2-2-5 アダン葉草履 10H ○ ○ ○ ○ ○ 材料の採取時期は５～６月頃が望ましい

P51 Ⅲ-2-2-6 八重山の伝統凧３ 6H ○ ○ ○ ○ 特に制限はないが、普通は年末に作る

P53 Ⅲ-2-2-7 芭蕉の糸づくり 通算16H ○ ○ ○ ○ 特に制限なし（冬がよい）

P55 Ⅲ-2-2-8 天然染料で染める 4H ○ ○ ○ ○ 季節にあった染料を使用する

P59 Ⅲ-2-3-1 マングローブ調査 3H ○ ○ ○ 花や種子にこだわらなければ特に制限なし　冬季は北風対策が必要

P61 Ⅲ-2-3-2 ウミガメ調査体験 2～3H ○ ○ ○ 産卵期に実施　アカウミガメ（４～６月）、アオウミガメ（６～９月）

P63 Ⅲ-2-3-3 イリオモテヤマネコ授業 1H ○ ○ ○ ○ ○ 特に制限なし

P65 Ⅲ-2-3-4 外来植物 1～2H ○ ○ ○ ○ 特に制限なし

P67 Ⅲ-2-3-5 生物多様性の保全 1H*数回 ○ ○ ○ ○ 特に制限なし

P71 Ⅲ-2-4-1 山の安全 2H ○ ○ ○ ○ 生徒たちが山での活動が多くなる前に実施すると効果的

P73 Ⅲ-2-4-2 海の安全 2H ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 海のシーズンが本格的に始まる前に実施すると効果的

P75 Ⅲ-2-4-3 地元住民を救ったキナノキ 1H ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 特に制限なし

P77 Ⅲ-2-4-4 八重山の台風 1H ○ ○ ○ ○ 台風の襲来が多くなる前に実施すると有意義

P79 Ⅲ-2-4-5 地震と津波 1H ○ ○ ○ ○ 特に制限なし

P82 Ⅲ-2-5-1 生活ゴミ調査 2H ○ ○ ○ ○ ○ ○ 特に制限なし

P84 Ⅲ-2-5-2 漂着ゴミ調査 2H ○ ○ ○ ○ ○ ○ 特に制限なし

P87 Ⅲ-2-6-1 西表の炭鉱の歴史 2H ○ ○ 特に制限なし

実施時期 最適な実施時期

教科・単元

掲載
ペー
ジ

番号 タイトル
所要
時間

出前
講座

対象
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